
1. マーケット・レート

8月11日 8月12日 8月13日 8月14日 8月17日 Net Chg
USD/BRL Spot 3.4740 3.4800 3.5190 3.4820 3.4800 -0.0020
BRL/JPY Spot 36.02 35.69 35.36 35.70 35.74 +0.04
EUR/USD Spot 1.1043 1.1162 1.1151 1.1110 1.1079 -0.0031
USD/JPY Spot 125.15 124.25 124.43 124.30 124.41 +0.11

6MTH(p.a.) 14.265 14.250 14.267 14.276 14.264 -0.012
1Year(p.a.) 14.211 14.270 14.201 14.170 14.155 -0.015
6MTH(p.a.) 2.130 1.915 1.855 1.898 2.078 +0.180
1Year(p.a.) 2.861 2.598 2.557 2.626 2.818 +0.192

株式 Bovespa指数 49,072 48,388 48,010 47,508 47,217 -291

CDS CDS Brazil 5y 312.24 304.96 307.34 304.94 307.00 +2.06

商品 CRB指数 199.312 198.897 197.830 197.969 196.529 -1.44
* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.主要経済指標 
予想 実績 前回

FGV CPI IPC-S 0.37% 0.36% 0.53%

貿易収支(週次) -- $670M $726M

(米)ﾆｭｰﾖｰｸ連銀製造業景気指数 4.50 -14.92 3.86
(米)NAHB住宅市場指数 61 61 60
(米)ﾈｯﾄ長期TICﾌﾛｰ -- $103.1B $93.0B
(米)ﾈｯﾄTICﾌﾛｰ合計 -- -$110.3B $109.6B

出所：Bloomberg

3.要人コメント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4.トピックス 出所：Bloomberg
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ブラジルが必要な方策を取れば、201
6年の初めまでに経済成長の兆候が見
られるはずである。
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• 本日のレアルは3.4890で寄り付いた。早朝に発表された中銀のアナリスト予想調査では、2015年、2016年のGDP予想がいずれも
マイナス成長予想となり、リセッション入りの予想がアナリストのコンセンサスとなったことからレアルは寄り付き直後に急落し、本日
の安値となる3.5050をつけた。しかし、その後発表された米国のNY連銀製造業景気指数が市場予想に反して大幅のマイナスとなっ
たことを受けてドル全面安の展開になるとレアルは買い戻されて昼過ぎに本日の高値となる3.4620を示現した。しかし、米国株式が
全営業日比プラスを回復すると、ドルが落ち着きを取り戻し、レアルは反落した。結局3.4800でクローズした。

• 中銀によるアナリスト予想調査では、2015年のGDP成長率予想が5週連続で引き下げられ、-1.97%から-2.01%に下方修正され
た。2016年は2週連続の下方修正で0%から-0.15%に引き下げられた。もしも経済成長率が2年連続のマイナス成長になるとする
と、1931年以来84年ぶりの出来事となる。一方、インフレ予想は落ち着いた結果となり、2015年は先週から不変、2016年が5.43%
から5.44%への小幅上方修正となった。

• NY連銀が発表した製造業景気指数は-14.9と予想外のマイナスとなり、2009年4月以来最低の水準となった。新規受注や在庫水準
に対する景況感が急速に悪化したもの。しかし、6ヶ月後の先行き見通しは逆に改善している。
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